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ま え も4 き

本－＋j・；まもともとフィリピン特集ということで編集企耐に参加したのであるが，結果的には夫

題にあるとおり「7 ｛ リピン託業特集」ということにならさるをえなかった。それには編集の

ための時間的余裕があまりなか p pたことも関係しょうが，それ以上にわが国におけるフィリピ

ン研究の現状を反映したものとして考えたほうが至当のように思われる。わが国における 7 { 

リピン研究者の主要な関心l士、上かjしあしかれ同国の農業ないし農業問題に集中し U 、るよう

であるけところで，ブイリピ〉品業の概要；こっL、ては最近宮原幸良IJltによって大部の報告書が

とりまとめられた。『ブ fIJピンの農業 現状と課題担アジア経済研究所，研究双·~第175号， II日

和45年2/1 ）がこれであり、その内容はどんらかとレえばプ fリピン農業の概括的・基礎的研究

といった色彩がつ上 L、のであるが、本日・に収録された諭文はむし／》、勺面する農業問題の主要な

側面に焦点が当てられているつ との章l¥j::で、本i；ーは期せ寸ミして’H原氏のlt,:iliの編書を補足する

役；＇iJを果たすものとな 1 てレるの

巻頭の斎藤論コ:Cit，ブイ リピ〆の農業企両訟の実態と問題点を主として企融機関の組織とその

局面）］ if'.中心として分析してL、るか，そのi易f「， f主業金融を，f守

つ大別し，政府によって推進される民業金融i土地主をけ象ど宇る出＇ 1反政策中心の性格のつよL、

二と、主た対農民金融の中枢fどな「ま業信用庁 農協えさ融の線は農村f；安の提示l策としての性

格の濃厚なことを明らかにして L、るの 7 1リピン山良業金融，農協組織に J 入、亡の調査研究は，

これまでわが国でもほとんど行fよわれてL、なか－) t:こ／二けに，この斎藤論文は宮原氏の論丈「農

産物流通と農業信用！（九ift局主所収）とともに端緒的h，色義をも－） i，のとして数えられるであろ

) 0 

つぎの滝川論文は『 7 ィHビンにおける現行の農地改革の内容，進捗状況，問題点をtl)cjらか

にしようとするものであり弓とくに晶近の •t' f;j¥1t,.ソよ／における農村社会不安の激化iこ，この上

からの岳地改革実施の衝撃が無被できないこどを指摘している。また，政府が農民の負債問題，

信用問題を解決γる能力を欠」、てL、るとこ乃に‘農地改革の実施をきわめて同難たらしめてい

る主要国のあることを明九かにしており、その点で斎藤論文ともふかし、関連性をも J 、てL、ると

いえる。

第；fの家永論文i土司 7 { IJヒLにおける高収最新品極の導入・普及が稲作経営と関連しとど

の上う江影響と問題を提起していらかをPfjムかにし上らとするものである。その場｛；－，高収量

主rr占＜＇，種のもつ性格が農法的祝点に~－，－て解明されようとしている ；，＇，Zに同論文の特色がある。筆

者はこのような分析の結果， 7 ィ1）ピンにおける高収長新品種を中核とする新農法の成立はL、

1c fニ実現に至らず，現｛F.よ；，やくその端緒的段階に達LたにすぎなL、とみる。たんにフィリピ

ンにお 1ィ、てのみな「｝ず，ひ7，くfシア低！！日発諸［JlにおU、て［乱まの革命jが11'.i:i伝されごいる今il 

2 



1970040005.TIF

二J）京ノk命丈は11¥J題除j[i:ciJ態皮.}j():; J) {i、と（ふL、上！て級,H（こ(ii'（するものと，，，えるであろう。

第 .1，.＇）池端論えゐは， l9tll：紀＇1＇＼むこれけゐ－，， Cラ14:JlII!に4比点をすえ、 このtJIJi巷をもたらしたJr干

J長、＇lift"＇、史的 1'f;;:: . llfl；巷後dJ外｜」lN＼ト11:tfi：待合多くの資料・文献を！駆使して克IIJJにi白求L，その

結果 7 ィ！こシ♂）斗［11貿易it開港以米イギリスの産主資本の！ピ倒的優位のもとに，またアメリ

り資本／）催{il:cll七とに展開しぐさたことーさらにその必然的帰結としてブィ リピシの良民生産

に荷..＇，／，経 i斉か没透 L, i?J;称、 ・,' .. C ・i I蒜’万一少数山市，＼／，ii物をr-p,e，.とするモノカルチュア経済が成

主 Li己主主計草企i何人かにす心 k この工うにして19tll：中己末期に／1足立Lた ・7{ リピンのそノカノレ F-i 

TlドJ杭i所構Jをとそこん hら’↓ifる問販二：c.-1.t, /' 上IuいいiL〆がいぜんとして解決を追らALC 

L、る；，（本！日j題なのであ pて、その1::g逓減、ぅ：uJ端緒をf「・：史的にiC.求主れた定、義はきわめて大きし、

もJ)/;'. Jiη るつ本論丈で果たされ伐か，／；こ19［！！：紀末のそノカルチコア成立の背後にあるフィ リピ

ン目会山11'.I叩構造内分析；F土、将来山政越としてひ、き d ) ／；き完成《されるこ土を期待したし、c

4; ;}: こ.j'コけど〉諭乞（I）要rr:t:3,1,I、そ灯、卜び〉とお Hであらが、 i也に三 ,((u，資料を収録した。

J ノ；ι＇！乙!!Ifヤi白11lt:；こ仁ふブ （ ・,i 1:・ ＞料業o')1，』jl[(/l正dJ1,,J I: I主i一「る？｛ヱ＇H・である 0 J.'l.l失IIのよう iこフイリ

1: / 

f二；卜i二－i { If ヒン ¥,If業 uI li1j)_I:内ifi/Jうfiこ／！三L、し～ごi早i心沙－； 1Lたf.tるぴ）であるが，平肝論文は最近の

-/ { '1 I > Ji ｛（》＃.'fi/iif0:l/.':1兄 ｛！怜hJ-¥'l産計11lij' 1Yii給見i的しなどを険；t-tし，将来予;I;!＼されるフィリ

ピ／事作業内1::Jrn，二 J 八、ご 宅 Jノ示II埜士 ＇jえぐL、る。

まf：栴IJ？弘光氏は 7 { ii ，.＇ンたう f：民7・rm；：提出主ALた／ '-！レナールの修士論文『フィリピン農

業発展i:JコけるJ也七，｝）役'ii）』Il!iti71｝ユいり械＇~企紹介して L 、るが，これまでフィリピン地主制の

実態、企杭11hr'.Jに訓査したι、りはそ J,,,;,-:・ 'f;!r.，ト少なか〉た ！＇:t iこ，その紹介主れた内容には興味

i'拒L、干｝♂〕カ‘ふる.，

／ょ打、 収｜十一jγJ一〆i制モIV

l】l！）↓， I' {11!1，二ひさ J j 〆 J き、ゾイリヒl ンのう長生産.~.：統いいつ，；'!if1lli ・吟味を村［品Ht（人氏が行なってレる、

-7 1 '.1 Iニンとはここ数年来米生産誌のti/計数値が政令の！t. fこ供されてき亡いるとけに、パラン

、・〆ー卜 ｝j式iニ；ぷ J Jく生存足統υ｜γ）検；，れt‘t.t口に航するところである。 －般に信頼度の市

＼イ l ＜：＇） と~ j Lてv、る貿易流；；｜むい1がか／しんずし ιそうはいえなU、ところに低開発諸国研究者

か同ιしなけれはならないIt！難があふυ

品1をに~：＿；：，；半として，宵原＊艮！J記長 J' ア （ ij ヒ＂＞の長支 現状と課題Jをほ：英彦氏に，第 2ドl

人［＿］ t/',l ~話会議 r} ）限缶書を峰1{j英ワJl-U二とりあげて i、らす； ！こ。 Ni英彦氏には多忙なとこ乃をとく

におWi'l＂、して出焔を！1-1］（，二；，JJせて lいとん）、た。 ι士た、本＼｝所以，f(.ll丈・資料のfl成者たちi士、そ

の，，均五研究；二可たり現地の官庁や大学， その他機関関係官，有て外公館の｝j々などに多大の協力

を得たことを，この紙面を借りと感謝する次第である。

（也 Ill 幼〉
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